

· 今回のテーマは「ＯＪＴ」
　この職場研修担当者連絡会も４回目となり、ついに人材育成の基本とも言われる『ＯＪＴ』をテーマに取り上げました。ＯＪＴ（オン・ザ・ジョブトレーニング）とは、職務を通じての職員育成のことであり、日常的で身近な指導方法ではありますが、現場の職員一人一人に人材育成の意識を持ってもらい、組織として一丸となって取り組むのはなかなか難しいと聞きます。

今回は、法人として積極的に職員教育に取り組む社会福祉法人八生会の教育担当副部長さんをお招きしてこれまでの取組を御報告いただくとともに、メンバー同士で自施設でのＯＪＴの取組状況や課題について情報交換を行いました。

· 第４回連絡会の実施状況
	日　時
	平成２３年１２月２６日（月）１３：００～１６：３０

	場　所
	特別養護老人ホーム　高麓（焼津市坂本３８５－１）

	参加者
	・職場研修担当者連絡会の会員１４名

・報告者　社会福祉法人八生会　法人本部　教育担当副部長

・県社会福祉人材センター研修課　２名


１　「社会福祉法人八生会」におけるＯＪＴの取組についての報告
　　八生会さんでは、平成１９年度に法人内に職員教育のためのプロジェクトを立ち上げ、これを組織上、法人の各施設から独立した形となっている「本部」に設置。以後、教育担当副部長である青木恵美子さんがリーダーとして職員教育を推進しています。

　　今回のテーマであるＯＪＴについては、「プリセプター方式」「施設巡回」「４年目交換研修」が取組の三本柱として位置付けられています。

　（プリセプター方式）

　　導入時にはプリセプターの負担感がかなり強かったようですが、本部がプリセプターの状況把握に努め、必要な場合にはアドバイスを行う中で、次第に本部とプリセプターの間で認識が共有化されてきました。今では、緊急性の高いプリセプティの情報がタイムリーに上がってくるようになり、離職防止にもつながっているとのことです。

　（施設巡回）

　　これは、５つの「Ｓ」（整理、整頓、清掃、清潔、指導）を実現するため、本部の青木さん自身が各施設を巡回しているものです。巡回指導の中では、離床後のベッドや職員の机の上の状況など気になる場面を写真に記録し、必要な場合は指摘事項としてコメントを添えて各施設に伝達しています。ちなみに、指摘された事項については、各施設は本部に対し１週間以内に改善方法と改善期限を回答することとなっているとのことです。
　（４年目交換研修）

　　採用後４年目に到達した職員を対象に、法人内の他施設に２日から最大１か月の期間、職員派遣を実施しています。実施後のアンケートによると、新たな発見やモチベーションアップにつながったとして、前向きに受け止められているようです。

　　八生会さんでは、こうした一連の取組により、職員の意識改革が進み、法人全体で職員を育てようという雰囲気が醸成されてきたとのことですが、このような効果を生み出した要因として、「教育担当専任」という各施設から独立したポジションを設置して、ここに権限を与えたこと、そして、本部と施設がお互いの役割を理解しながら一体的に職員教育に取り組む体制が築かれたことが大きいと感じました。
２　　意見交換　～より効果的なＯＪＴの取組に向けて～
　　２つに分かれてグループワークを実施。それぞれの現状を報告し合う中で、ＯＪＴをより効果的に実施するためのポイントを探っていきました。以下は、その場で出た話の一部です。
・法人としての理想の職員像を皆で話し合いながら「ＯＪＴチェックシート」を作成したところ、作成の過程に多くの職員が関わったことで、シートを使いこなしているように思う。

・新人に対する教育のうち、ケアの技術的なことはある程度放っておいても伝わるように思うが、接遇・マナーとか利用者に対する姿勢に関する部分は、意識的な関わりが必要。

・研修（ＯＦＦ－ＪＴ）をやりっ放しで、次につなげることができていない。これをきちんと仕事の場で活かしてもらうには、ＯＪＴ的な関わりが必要と感じる。
・法人の理念をしっかり伝え、法人を好きになってもらうための日常的な取組が必要。ここがしっかり抑えられないと、各人の意識のずれが生じ、結果職員の離職にもつながってしまう。

・いわゆる「考え方」を伝えるのはＯＪＴ。講義では身につかない。
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（グループワークの様子）









社会福祉施設・介護保険事業所の


職場研修担当者による連絡会


（第４回）を開催しました！！











